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冒険写真家が語る

海のプラごみと陸の取組 
～令和５年度３Ｒ推進講演会～

令和５年９月１２日

報 道 発 表 資 料

川崎市では、市民の３Ｒに関する意識の醸成、市の廃棄物行政に関する市民の理解を深めることを

目的として、ごみの減量・リサイクルをテーマとした「３Ｒ推進講演会」を開催しています。

第4２回目となる今年度の講演は、３Ｒ推進月間の１０月に、海洋プラスチック問題に焦点を当て、

「冒険写真家が語る 海のプラごみと陸の取組」をテーマに、冒険写真家の豊田直之氏をお招きし、御

講演いただきます。

１ 講演内容 

    講演日時 令和５年１０月１２日（木）１４：００～１５：５０ 

  講演内容 「冒険写真家が語る 海のプラごみと陸の取組」  

        海洋プラスチックの多くは陸（街）から河川を通じて流れ着くといわれています。

講師が撮影したリアルな現場の写真とともに、私達ができることを考えます。 

講  師 冒険写真家 豊田 直之（とよだ なおゆき） 氏 

２ 会  場 高津市民館大ホール 

       （高津区溝口１－４－１ ノクティ２ １２階） 

３ 定  員 ６００人（参加無料・当日先着） 

４ 主  催 

  主催 川崎市 

  協賛 川崎市廃棄物減量指導員連絡協議会、川崎市資源集団回収事業連絡協議会 

【豊田 直之 氏 プロフィール】 

冒険写真家。1959年横浜市生まれ。東京水産大学（現・東京

海洋大学）卒。船舶用電子機器メーカー退職後、漁師、ダイビ

ングインストラクター、雑誌編集者兼ライターを経て、写真

家・中村征夫氏に師事。1991年独立し、海の撮影プロダクシ

ョン・有限会社ティエムオフィス を設立。同代表。世界中の

海に潜り、写真家として活動。また、2012年にはNPO法人海

の森・山の森事務局を設立。写真や映像を生かした環境保全再

生活動も展開。環境大臣賞、横浜市環境活動賞大賞など受賞も

多数。 


